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年頭のごあいさつ

大仙市長

栗　林　次　美

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
初
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
一
年
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
仙
市
は
、
今
年
、
誕
生
か
ら

４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
施
策
の
大
き
な
柱
と

し
て
、
地
域
枠
予
算
を
設
け
る
な

ど
、
市
政
に
市
民
の
み
な
さ
ま
の

知
恵
と
活
力
を
生
か
す
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
大
曲
地
区
の
「
古
四

王
神
社
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」

花
館
地
区
の
「
玉
川
の
サ
ケ
に
関

連
し
た
取
り
組
み
」
内
小
友
地
区

の
「
市
民
協
働
観
察
公
園
を
中
心

と
し
た
ホ
タ
ル
観
賞
や
そ
ば
の
栽

培
」
神
岡
地
域
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
育
成
」
西
仙
北
・
中
仙
・

協
和
地
域
の
「
環
境
美
化
活
動
」

南
外
地
域
の
「
食
育
に
関
す
る
取

組
み
」
仙
北
地
域
の
「
地
域
づ
く

り
講
座
」
太
田
地
域
の
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
や
東
北
公
益
文
科
大
学

の
公
開
講
座
開
催
」
な
ど
、
地
域

協
議
会
を
中
心
と
し
た
市
民
の
み

な
さ
ま
が
主
役
と
な
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
色

豊
か
な
住
民
自
治
の
花
を
咲
か
せ

始
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
こ
れ
ま
で
一
つ
一
つ

積
み
上
げ
て
き
た
成
果
を
土
台

に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
一
人
一
人

の
声
を
大
切
に
し
た
市
政
を
運
営

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
地
元
ス
ポ
ー
ツ
選
手

か
ら
夢
と
感
動
を
い
た
だ
い
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。
46
年
ぶ
り
に

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
が
開
催
さ

れ
、
大
仙
市
で
は
「
な
ぎ
な
た
」

「
軟
式
野
球
」
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」

「
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
競
技

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
選
手

の
活
躍
に
よ
り
「
な
ぎ
な
た
競

技
」
が
総
合
優
勝
、「
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
少
年
女
子
」
が
３
位
入
賞
す
る

な
ど
、
県
選
手
団
の
天
皇
杯･

皇

后
杯
獲
得
に
大
き
く
貢
献
す
る
素

晴
ら
し
い
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
わ
か
杉
大
会
」
に
お
い
て
も
、
た

く
さ
ん
の
地
元
選
手
が
活
躍
し
ま

し
た
。
全
国
の
強
豪
と
堂
々
と
渡

り
合
い
、
市
民
に
た
く
さ
ん
の
勇

気
と
希
望
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
選
手
の
み
な
さ
ん
に
は
、
心

か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

加
え
て
国
体
に
関
連
し
て
、
大
仙

市
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
高
円
宮

妃
殿
下
を
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
誠
に
名
誉
な
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
ま

し
た
。
競
技
開
催
に
あ
た
っ
て
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、
特
に
小

学
生
の
応
援
、
中
高
生
の
心
温
ま

る
お
も
て
な
し
に
、
関
係
者
の
み

な
さ
ん
か
ら
大
き
な
賛
辞
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
国
体

の
数
々
の
シ
ー
ン
が
末
永
く
、
み

な
さ
ん
の
心
に
残
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

有
坂
直
樹
さ
ん
が
「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ
06
」
で
優
勝
し
、
小

松
由
佳
さ
ん
が
日
本
人
女
性
と
し

て
初
め
て
世
界
第
２
の
高
峰
Ｋ
２

に
登
頂
し
た
こ
と
を
称
え
「
大
仙

市
民
賞
」
を
贈
り
ま
し
た
。
お
二
人

に
い
た
だ
い
た
夢
と
感
動
を
胸
に
、

将
来
を
担
う
こ
の
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
大
き
く
羽
ば
た
い
て
行
く

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
市
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
地
方
分
権
や
財
政
健
全
化
へ

の
取
り
組
み
、
少
子
高
齢
社
会
へ

の
対
応
な
ど
極
め
て
難
し
い
課
題

に
直
面
し
て
お
り
、
自
治
体
に
は

よ
り
一
層
の
創
意
工
夫
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
「
市
政
は
市
民
の
た
め

に
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、「
人
が

い活
き
　
人
が
集
う
　
夢
の
あ
る
田

園
交
流
都
市
」
実
現
に
向
け
て
、

英
知
を
結
集
し
力
強
く
歩
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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年頭にあたって

大仙市議会議長

大　坂　義　　

　
ま
ず
も
っ
て
、
昨
年
９
月
の
豪

雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
み
な

さ
ま
に
は
慎
ん
で
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
市
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
建
設
水
道
・
企
画
産
業

両
常
任
委
員
会
を
中
心
に
被
害
状

況
等
の
現
況
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
等
へ
早
急
な
る

対
応
を
要
請
い
た
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
が
み
な

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
明
る

く
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会
活
動
な

ら
び
に
市
政
運
営
に
対
し
ま
し
て

温
か
い
ご
支
援
や
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
さ
ら
に
、
大

仙
市
の
結
果
は
、
県
平
均
を
上
回

る
と
い
う
大
変
明
る
く
喜
ば
し
い

事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
国
内
の
政
局
で
は
、
安
倍
前
首

相
の
突
然
の
辞
任
に
伴
い
、
福
田

政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
参
議

院
で
は
政
権
与
党
が
過
半
数
割
れ

を
起
こ
し
、
い
わ
ゆ
る
「
ね
じ
れ

現
象
」
の
も
と
、
内
閣
は
中
央
と

地
方
の
関
係
を
ど
の
様
な
デ
ザ
イ

ン
で
政
権
運
営
し
て
い
く
の
か
注

視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
動
向
を
み
ま
す

と
、
大
都
市
圏
で
は
、
好
景
気
に

支
え
ら
れ
活
況
を
呈
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
中
央
と
地
方
と
の
地

域
格
差
が
益
々
増
大
し
、
地
方
で

は
不
況
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
当
市
の
現
状
も
ま
さ
し
く
同
様

で
あ
り
、
民
間
需
要
中
心
の
自
立

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
国
際
情
勢
は
、
北
朝
鮮
、

イ
ラ
ク
、
テ
ロ
問
題
等
で
緊
張
感

を
増
し
、
先
行
き
不
透
明
な
中

で
、
９
月
29
日
か
ら
10
月
９
日
ま

で
開
催
さ
れ
た
「
秋
田
わ
か
杉
国

体
」
で
、
秋
田
県
民
の
総
力
を
結

集
し
、
天
皇
杯
と
皇
后
杯
を
初
め

て
獲
得
。
ま
た
、
全
国
一
斉
学
力

テ
ス
ト
に
お
い
て
秋
田
県
の
結
果

年 

頭 

所 

感
　 

　
大
仙
市
長
、
大
仙
市
議
会
議
長 - 

新
年
の
ご
挨
拶

的
な
成
長
は
期
待
し
難
い
状
況
に

あ
り
、
さ
ら
に
、
平
成
19
年
産
米

の
仮
渡
し
金
が
１
万
５
０
０
円
と

い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
、
迎
え
る
20
年
は
合

併
４
年
目
と
な
り
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
財
政
基
盤
の
安
定
を

第
一
に
、
議
決
機
関
と
し
て
の
機

能
の
み
な
ら
ず
市
民
福
祉
向
上
に

資
す
る
た
め
に
は
、
市
民
か
ら
負

託
さ
れ
て
お
り
ま
す
懸
案
事
項
実

現
に
向
け
、
議
員
全
員
、
最
大
限

の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
何
と

ぞ
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、

み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
実
り

多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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仕事の都合で
平日申告できない方の

ために

日曜日の申告相談

　平日忙しい方のために、

日曜日の申告を行います。

　５ページの日程で日曜日

の申告相談を行いますので、

平日に申告ができない方は

どうぞご利用ください。

日時／２月17日・24日、

３月２日・９日・16日

時間／午前９時～午後４時

会場／各会場

申
告
が
必
要
な
方

　
申
告
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
方

に
は
、
１
月
中
旬
に
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
。
た
だ
し
申
告
書
が
送

付
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
も
、
事
業

を
始
め
ら
れ
た
方
や
退
職
さ
れ
た

方
は
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
が
送
ら
れ

た
方
で
も
、
給
与
所
得
の
み
で
勤

務
先
で
年
末
調
整
さ
れ
た
方
は
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

都
合
の
良
い
会
場
へ

　
混
雑
を
避
け
る
た
め
地
域
ご
と

に
会
場
を
割
り
当
て
て
い
ま
す

が
、
市
内
の
ど
の
会
場
で
も
申
告

が
可
能
で
す
。
左
ペ
ー
ジ
の
申
告

カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
、
都
合
の

良
い
時
に
都
合
の
良
い
会
場
で
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
間
中
は
、
担
当
職
員
が

申
告
会
場
へ
行
っ
て
い
る
た
め
各

総
合
支
所
、
税
務
課
で
の
申
告
は

で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
告
に
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
平
成
19
年
分
の
所
得
を
証
明
で

き
る
も
の

【
給
与
収
入
が
あ
る
方
】
源
泉

徴
収
票
ま
た
は
事
業
主
が
発
行

す
る
給
与
支
払
明
細
書

【
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
が

あ
る
方
】
収
支
内
訳
書
ま
た
は

帳
簿
な
ど

③
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
生
命
保
険

料
、
地
震
保
険
料
な
ど
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の
領
収

書
ま
た
は
証
明
書

④
医
療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、
医
療
費
の
領
収
書（
各
健

康
保
険
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
医
療

費
の
お
知
ら
せ
」
は
医
療
費
の
支

払
の
証
明
に
は
な
り
ま
せ
ん
）

65歳以上(昭和18年１月１日以
前生まれ)で年金収入が148万
円以下ですか？
65歳以下(昭和18年１月２日以
降生まれ)で年金収入が98万
円以下ですか？

公的年金収入が
ありましたか？

給与所得の年末調整は
済んでいますか？

私は市県民税の申告が必要なの？

平成20年１月１日現在
大仙市に住んでいましたか？

所得税の確定申告書を
税務署に提出しますか？

申告書が
送られてきましたか？

平成19年中(１月～12月)に
収入がありましたか？

大仙市への申告は不要です
１月１日現在の住所地で申告が
必要な場合があります。

申告は不要です
国保に加入していて
扶養されていない方
や各種証明書が必要
な方は申告が必要で
す。

申告が必要です
非課税所得のみの方や無収入だ
った方は、その事を申告書に記
入し提出してください。

申告は不要です

 大仙市への申告は不要です

申告が必要です
申告が必要です

給与所得はありますか？
※年末調整がお済みの方で、医療費控除や年末調整で提出していな
い控除がある場合、税務署に申告することで納めた所得税が還付
されることがあります。

はい はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

い
い
え

い
い
え

い
い
え

スタート

平成19年中に営業、農業、
不動産、土地建物の譲渡、
生命保険や建物共済の満
期・解約一時金などの所
得がありましたか？

始まります 平成19年分所得申告

市内どの会場でも申告が可能です
申告は大事な税金の手続きです。

２月１日から３月17日までの期間に
忘れずに申告しましょう。

【問い合わせ】各総合支所市民課（税務担当）、大曲庁舎は税務課� 0187-63-1111内線107まで
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西仙北庁舎
３階

南外庁舎
２階

太田文化
プラザ

神岡庁舎
３階

中仙庁舎
２階

協和庁舎
４階

仙北就業改善
センター

大曲中央
公民館

会場
・
期日

申告カレンダー ●…平日申告日　　●…休日申告日　　　時間／午前９時～午後４時

※今回から大曲地域は、会場が大曲中央公民館１カ所に変更になっています。

※
平
成
19
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
合
計
を
申
告
前
に
計
算
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
申
告
書
提
出

　
自
分
で
市
県
民
税
申
告
書
を
記

入
す
る
方
は
、
各
総
合
支
所
市
民

課
税
務
担
当
、
大
曲
庁
舎
は
税
務

課
へ
提
出
で
き
ま
す
。
確
定
申
告

書（
所
得
税
）の
提
出
先
は
大
曲
税

務
署
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
申
告
に
つ
い
て

　
平
成
19
年
分
所
得
申
告
か
ら
農

業
所
得
申
告
の
簡
易
計
算
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。農
業
所
得
の
あ
る
方

は
す
べ
て
収
支
計
算
と
な
り
ま
す

の
で
、農
業
収
支
ノ
ー
ト
を
記
入
の

う
え
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
に
つ
い
て

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
け

れ
ど
家
族
に
寝
た
き
り
の
方
な
ど
が

い
る
場
合
、
福
祉
事
務
所
長
が
交
付

す
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
控

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
認
定
書
の
必
要
な
方
は
援
護
福

祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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男
性
育
児
休
業
取
得
奨
励
金
を
支
給

お
父
さ
ん
も
育
休

促
進
事
業

　
男
性
の
育
児
参
加
や
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
に
つ
い
て
研
修
を
実
施

す
る
企
業
に
、
県
の
職
員
が
講
師
と

な
っ
て
出
向
き
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
を
実
施
す
る
企
業
の

男
性
従
業
員
が
10
日
以
上
の
育
児
休

業
を
取
得
し
た
場
合
、
事
業
主
に
20

万
円
、
取
得
者
に
５
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
財

政
支
援
や
職
場
環
境
の
改
善
に
よ
る

仕
事
意
欲
の
向
上
に
効
果
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
育
児

休
業
取
得
者
に
人
数
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
事
業
主
は
１
回
限
り
の
支

給
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
育
児
休
業
取

得
者
に
は
休
業
体
験
記
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

県
雇
用
労
働
政
策
課

�

０
１
８（
８
６
０
）２
３
３
２
ま
で

社員の雇用管理

について

　各事業所の男女の割合などを調

査した結果、女性正社員の割合が

約３割（非正社員約６割）で、男性

優先雇用の状況がうかがえました。

　職場配置も男女で区別されてい

る事業所が多く、その理由とし

て、体力を必要とする業務だから

という意見が寄せられました。

1.

支
　
援

男女共同参画に関する事業所アンケート結果をお知らせ

　市では、今後の男女共同参画推進に役立てるため、市内で10人以上の従業員を雇用している480の企業・

事業所を対象に、男女の雇用や職務配置・育児休業などに関するアンケートを実施しました。その結果がま

とまりましたので、調査の主要５項目についてお知らせします。

　今回のアンケートには243事業所から回答があり（回収率50.6％）、その内の約８割は従業員50人未満の

事業所となっています。

いかがですか？
あなたの会社の
男女共同参画への取り組みは

アンケートの実施状況

　配布数　480事業所
　回収数　243事業所
　回収率　50.6％

男性  73.8% 女性 26.2%

女性  62.7%男性  37.3%

●職場での正社員・非正社員の割合

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

正社員の割合

非正社員の割合

●休業期間中の賃金支給について

67％
無支給

22％
無回答

28％
無回答

4％
全額支給

5％
全額支給

6％
その他

5％
その他

63％
無支給

育児休業

介護休業

育児・介護休業制度

について

　男性の育児・介護休業取得につ

いて、独自の規定を設けている事

業所が６割を超え、勤務時間の短

縮なども行われていますが、実際

に取得する人は年に１人程度と

いう状況でした。

　制度はあるが、代替職員の確保

が難しい、周りの同僚へ迷惑をか

けるという理由で利用しづらい

ようです。

2.
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男
女
共
同
参
画
を
身
近
な
も
の
に

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

「
出
前
講
座
」

　
市
で
は
「
男
女
共
同
参
画
を
も
っ

と
分
か
り
や
す
く
教
え
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
、

出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
、
お

お
む
ね
10
人
以
上
で
構
成
す
る
企
業
・

団
体

時
間
・
会
場
／
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
ま
で
の
１
時
間
以
内
で
、
場
所
は

市
内
に
限
り
ま
す
。（
土
・
日
曜
日
の
開

催
も
可
）

費
用
／
講
師
の
費
用
は
市
が
負
担
し

ま
す
が
、
会
場
は
申
込
者
で
手
配
・
準

備
願
い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
／
男
女
共
同
参
画
室

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
載
し
、
開

催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

男
女
共
同
参
画
室

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
９
９
ま
で

金銭的負担が増えます。企業への
バックアップが前提なら、条例制
定は良いと思います。

育児休業で空いた穴を残った社員
が埋めています。行政の協力で相
談窓口などを設置してほしいです。

育児・介護休業、セクハラなどの規
定はありませんが、必要に応じて
管理職と相談し対応しています。

現状としては、男女共同参画の意
識は薄いです。時代の流れはある
ものの、余裕がない状況です。

女性は甘えがあり、男性は自分と対
等に働き、意見する女性をけむたが
る傾向にあるようです。男女ともに
意識改革が必要だと思います。

全業種に同じ条例を定めるのは無
理だと思います。業務内容を考慮
し推進してもらいたいです。

育休は県の子育て政策と連動でき
れば望ましく、多くの企業が取り
組めば負担も軽くなると思います。

性別にこだわった条例は不要と
思っています。

部署によっては女性では厳しいと
思える業務もあります。

育児・介護休業を利用しづらい。
行政が何らかの形で補助や規定な
どの取り組みをしてほしい。

従業員の福利厚生を第一に考えま
すが、対外的に良い企業と評価し
てもらえません。

建築業もこれからは女性が参画す
る業界になってほしいです。

企業からの
自由意見を紹介

セクシュアル・ハラス

メントの防止について

　中小企業が多いためか、あえて

窓口は設置せず、人事担当や管理

職が相談役となっている事業所

が多いようです。苦情や相談の件

数も少ないという結果でした。

3.男女共同参画

推進条例について

　条例制定については、制定賛成

が20％、反対が23％、分からない

という回答が49％でした。

　事業所としてあまりなじまない

という印象が強く、条例制定で拘

束されることを心配する意見もあ

りました。

4.

女性の職務配置

について

　全体の８割近くの事業所が女性

を管理職に「登用したい」と回答

していますが、実際の登用率は低

く、意識はあるが実績に結びつか

ない現状のようです。

　その理由として「資格や技能を

持つ女性がいない」といった意見

のほか、女性自身が管理職に就く

ことを希望しないとの意見もあり

ました。

5.

講
　
座

●女性の管理職が少ない理由は？

22％
必要な知識や
経験が足りない

16％
女性自身が
希望しない

12％
在職年数が
足りない

10％
家庭優先
のため

8％
役職前に
自主退職

8％
仕事が
ハード

4％
深夜残業
がある

4％
男性上司が
希望しない

15％
その他

1％
取引先が
嫌がる

1

2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

アンケート結果を踏まえた今後の取り組み

　事業所での男女共同参画推進に当たっては、行政主導の取り組みを希望

し、何らかの優遇措置を期待しているという意見が多く寄せられました。

　事業所における男女共同参画の推進は、経営者と従業員がお互いの信

頼関係を築くことで職場の士気が高揚し、業績向上につながると思われ

ます。そのためには相互の意識改革が第一で、それを進めるための支援

制度があれば、より取り組みやすくなるのではないかと考えています。

　市では、今後も県内の先進事業所の取り組みの事例紹介や講演会を開

催するとともに、各種奨励・助成制度についても紹介して行きます。

3
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平
成

20
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

４
月
か
ら
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
始
ま
り
ま
す
。

有
料
化
は
、
排
出
量
に
応
じ
た
処
理
費
用
を
一
部
負
担
す
る
こ
と
で
、

自
分
が
出
し
た
ご
み
に
責
任
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

「
ご
み
に
対
す
る
意
識
改
革
」
が
ね
ら
い
で
す
。

家
庭
ご
み
の

有
料
化

ご
み
に
対
す
る
意
識
改
革
を

【問い合わせ】環境課� 0187-63-1111内線275まで

20年４月１日から
経過措置期間として、平成20年

６月30日までの３カ月間、現在

のごみ袋と新しいごみ袋の両方が

使用できます。

ごみ有料化の開始

燃やせるごみ
燃やせないごみ
資源ごみ袋（びん・缶類、ペットボ

トル）は、現在使用している袋は

変更ありません。

有料化になるごみ

何回かに分けてごみを出してください

年始のごみ出し

　12月29日から１月３日までごみ収集が休業となります。そのため、来年最初の収
集日となる１月４日（火）・７日（月）は、家庭にため込まれたごみが一度に出され
ることが予想されます。
　ため込まれたごみが一度に出された場合、その日のうちに収集できない可能性が
あるほか、集積所に大量のごみが集積され、ごみを置くスペースがないなどのトラ
ブルが発生することも考えられます。
　年明け最初の収集日には、ため込んだごみを一度に出さず、次の収集日と分けて
出してくださるよう、ご協力をお願いします。

月・木収集の地区は７日(月)と 10日(木)に、
火・金収集の地区は４日(金)と８日(火)に分けてごみを出してください。

28
金

29
土

30
日

31
月

１/１

火

12/27
木

２
水

３
木

４
金

５
土

６
日

７
月

８
火

９
水

10
木

年末年始のため休業

● ● ●分ける

分ける

10日間の収集間隔

６日間の収集間隔● ●●

● … 月・木収集地区　　● … 火・金収集地区

【年始のごみ出し分散について】

　
現
在
販
売
中
の
ご
み
袋
は
、
経
過
措
置
期
間
内（
20
年
６
月
30

日
）ま
で
使
用
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

 

こ
れ
か
ら
ご
み
袋
を
購
入
す
る
際
は
、
使
用
見
込
み
を
考
え
て

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

Stop
!
ご
み
袋
の
買
い
置
き
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い

ごみ分別キャラクター

ごみナビくん

【ごみ袋の値段】

45�=…… 40円
30�=…… 30円
20�=…… 20円

新設!!
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こ
れ
か
ら
の

大
仙
市
の
農
業
を

支
え
て
く
れ
る

方
々
へ

農
業
技
術
研
修
生
を
募
集

太
田
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

　
大
仙
市
の
農
業
を
担
う
農
業
研
修
生
を
募

集
し
ま
す
。
研
修
生
に
は
、
毎
月
定
額
の
研

修
奨
励
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
研
修
希
望
の

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
決
定
者
に
は
後

日
通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、
研
修
生
と
し
て
不
適
当
な
場
合
は

研
修
を
打
ち
切
り
、
支
給
し
た
研
修
奨
励
金

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
／
研
修
終
了
後
に
市
内
で
農
業
を
営

む
方

◆
期
間
／
１
年（
特
別
な
場
合
１
年
更
新
有
り
）

◆
研
修
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
研
修
施
設
／
太
田
農
業
振
興
情
報
セ
ン

タ
ー（
太
田
町
横
沢
）

◆
定
員
／
７
人
以
内

◆
申
込
受
付
期
限
／
１
月
31
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
農
林
振
興
課

�

０
１
８
７(

63)

１
１
１
１
内
線
２
４
４

太
田
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

�

０
１
８
７(

86)

９
１
１
１
ま
で

農
業
後
継
者
育
成
修
学
資
金
制
度

申
し
込
み
は
４
月
か
ら
で
す

　
大
仙
市
農
業
後
継
者
育
成
修
学
資
金
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
や
募
集
要
項
は
各
農
林
振
興
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
貸
し
付
け
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
居
住
し
、
農
業
を
営
む
方

の
子
ど
も
で
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
農

業
者
大
学
校
な
ど
で
農
業
を
専
攻
し
、
卒

業
後
す
ぐ
に
農
業
経
営
す
る
こ
と
が
確
実

で
、
他
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な

い
方

◆
貸
付
額
／
月
額
４
万
円

◆
返
還
免
除
対
象
／
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
農

業
に
従
事
し
、
７
年
間
農
業
を
専
業
と
し

た
方

◆
返
還
対
象
／
修
学
資
金
貸
し
付
け
の
対
象

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方
、
返
還
免
除
対

象
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日(

火)

か
ら
30
日

(

水)

ま
で
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
】

各
総
合
支
所
農
林
振
興
課
、

本
庁
農
林
振
興
課

�

０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
２
４
４
ま
で

　
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
く
、介
護
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
納
め
な
い（
滞
納

す
る
）
と
、
滞
納
し
て
い
る
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。

１
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と

き
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
全
額
の
10
割

を
支
払
い
（
通
常
は
自
己
負
担
額
１
割
）
、

後
日
、
保
険
者
へ
請
求
し
て
９
割
相
当

の
払
い
戻
し
（
償
還
払
い
）
を
受
け
る
事

に
な
り
ま
す
。

１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　
償
還
払
い
で
払
い
戻
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
費
用
や
住
宅
改
修
費
、
福

祉
用
具
購
入
費
の
給
付
費
な
ど
が
一
時

差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
差
し
止
め

ら
れ
た
給
付
費
か
ら
滞
納
保
険
料
が
差

し
引
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　
滞
納
し
て
い
る
期
間
に
応
じ
て
、
自

己
負
担
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
ほ

か
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に
上
記

の
よ
う
な
罰
則
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　
満
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
の
保
険
料

は
、
す
ぐ
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
当
分
の
間
納
付
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た

め
、
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
介
護
保
険
事

務
所
や
市
役
所
援
護
福
祉
課
高
齢
班
、

各
総
合
支
所
市
民
課
、
大
仙
市
・
仙
北

市
・
美
郷
町
内
の
金
融
機
関（
秋
田
ふ
る

さ
と
農
協
金
沢
支
店
を
含
む
）で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

介
護
保
険
事
務
所
保
険
指
導
班

�

０
１
８
７（
86
）３
９
１
１
ま
で

介
護
保
険
料
を

滞
納
す
る
と
…

介

護

保

険

事

務

所

か

ら

の

お

知

ら

せ
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今の時代、

男子だって
厨房に入ります10

男性料理教室
COOKING CLASS for man.

　
農
業
委
員
会
で
は
、
有
権
者
か
ら
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
「
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
の
提
出
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
各
農
家
世
帯
に
「
登
載
申
請
書
」
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
内
容
確
認
と
押
印
を
し
て

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
「
登
載
申
請
書
」
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
選
挙
権
を
行
使
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
申
請
期
限（
１
月
10
日
）
ま

で
に
必
ず
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
資
格
要
件
／
昭
和
63
年
４
月
１
日
以
前

に
出
生
し
た
方
で
20
年
１
月
１
日
現
在

で
大
仙
市
に
住
所
が
あ
り
、
10
ア
ー
ル

以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業
務
を
営
む
方

か
、
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
た
方

※
資
格
要
件
に
該
当
す
る
方
で
申
請
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
期
限
／
１
月
10
日(

木)

必
着

【
問
い
合
わ
せ
】

東
部
農
業
委
員
会

�

０
１
８
７（
63
）８
９
７
０

西
部
農
業
委
員
会

�

０
１
８
７（
75
）２
９
６
２
ま
で

農業委員会委員選挙人
名簿登載申請書の提出

　今年度も男性料理教室を行います。興味がある男性の方

はぜひ参加してみませんか。参加をお待ちしています。

◆日時／１月29日(火)午前10時～午後１時

◆会場／女性センター

◆定員／15人

◆参加費／800円※材料費

◆講師／寺田玲子さん

◆持参するもの／エプロン、三角きん、筆記用具

◆申込受付期限／１月18日(金)

【問い合わせ・申し込み】

　女性センター� 0187-62-1713まで

忘れずに登載申請書の提出を

20年度は農業委員改選の年



大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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◆
期
日
・
テ
ー
マ
・
講
師
／

①
１
月
18
日(

金)

・
粗
食
は
大
敵
〜
老
化
を
遅

ら
せ
る
食
生
活
・
熊
谷
修
さ
ん（
人
間
総
合
科

学
大
学
教
授
）

②
１
月
25
日(

金)

・
静
か
な
生
活
は
要
注
意

〜
動
い
て
歩
い
て
老
化
予
防
・
吉
田
祐
子
さ

ん（
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
研
究
員
）

③
２
月
８
日(

金)

・
口
腔
ケ
ア
か
ら
始
ま
る

老
化
予
防
・
畠
山
桂
郎
さ
ん（
畠
山
歯
科
医

院
院
長
）

◆
時
間
／
各
回
共
に
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◆
会
場
／
大
曲
中
央
公
民
館

◆
参
加
費
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

０
１
８
７(

87)

１
６
５
０

援
護
福
祉
課
高
齢
班

�
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１
内
線
１
７
１
ま
で

　
建
物
や
土
地
な
ど
に
課
税
さ
れ
て
い
る
固

定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
所
有
し
て

い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
19
年
１
月
２
日
か
ら
20
年
１
月
１
日

ま
で
の
間
に
、
取
り
壊
し
た
建
物
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
税
務
課
か
各
総
合
支
所
市
民
課
課

税
担
当
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
市
民
課
課
税
担
当

税
務
課
�

０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
１
０
９
・
１
１
０
ま
で

◆
応
募
要
件
／
60
歳
未
満
で
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
得
意
な
方

◆
職
種
・
定
員
／
デ
ー
タ
入
力
作
業
・
２
人

◆
勤
務
場
所
／
選
挙
管
理
委
員
会（
神
岡
庁
舎
）

◆
雇
用
条
件
／

　
雇
用
期
間
／
２
月
５
日
（
火
）
か
ら
12
日

（
火
）ま
で

　
賃
金
／
日
給
５
２
０
０
円

通
勤
手
当
／
な
し

　
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

　
休
日
／
土
・
日
曜
日
、
祝
日

◆
申
し
込
み
方
法
／
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
受
付
期
限
／
１
月
18
日（
金
）必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

市
選
挙
管
理
委
員
会

�

０
１
８
７(

72)

２
１
６
７

〒
０
１
９-

１
７
０
１

大
仙
市
神
宮
寺
字
蓮
沼
16-

３

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
は
老
化
を
遅
ら

せ
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
「
栄
養
改
善
・

運
動
・
口
腔
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
研
究
や
指
導
を
行
っ
て
い
る

方
を
講
師
に
迎
え
た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

介
護
予
防
講
演
会

生
涯
健
康
的
な
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め

選
挙
管
理
委
員
会

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

取
り
壊
し
た
建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
消
防
出
初
式
の
た
め
、
次
の
区
間
が
一
時

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
出
初
式
の
交
通
規
制

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆通行止め日時／

１月５日(土)午後１時15分～１時45分

【問い合わせ】

消防安全課�0187-63-1111内線234まで

大曲農業高校

仙北地域振興局

仙警察署仙警察署仙警察署仙警察署大仙仙仙

会館大曲市民会大曲市民会大曲市民会館館館

業安定所職業安定業安定業安定職職職

通交通交通交通通規制区間通規制区通規制区間

消防出初式
１月５日（土）午後１時～
今年も大曲市民会館前で、市内全地域
の消防団員が集結して行進を行います。
沿道からの声援をお願いします。



　12月12日、西仙北ぬく森温泉「ユメリア」を会場に、

市と仙北地域振興局による「大仙市水中ウォーキング

講座」が行われました。

　講座では、体に良い温泉の入り方や効能などの講話

のほか、プールを利用しての水中ウォーキングが行わ

れ、21人の参加者は膝に負担のかからない水中ウォー

キングを楽しみました。

　ユメリアでは、１年を通して温水プールが利用でき

ます。水中ウォーキングに興味がある方はぜひご利用

ください。

【営業日・料金などの問い合わせ】

　西仙北ぬく森温泉「ユメリア」�0187-87-3100まで

　12月15日、さいたまスーパーアリーナで行わ

れた第35回マーチングバンド・バトントワーリン

グ全国大会で、大曲中学校吹奏楽部（鈴木幸栄顧

問・部員数103人）が「マーチングバンド部門中学

生の部大編成」で金賞を受賞しました。

　全国大会には小学生の部、中学生の部、高校の

部、一般の部があり、県大会と地方大会を勝ち抜い

た104団体が参加。中学生の部には24校が出場し、

大編成では上位５団体に金賞が与えられました。

　大曲中学校は今年で４大会連続８回目の出場。

「花鳥風月」をテーマにした演奏と演技を披露し、

初の金賞受賞となりました。

　11月29日、テレビ番組などで活躍する数学者

で東海大学教育開発研究所所長の秋山仁さんをお

迎えしての特別授業と講演が、神宮寺小学校と平

和中学校で行われました。

　平和中学校での講演には全校生徒と保護者約

400人が参加し、三平方の定理やひし形12面体の

体積の求め方などを模型を使って楽しく分かりや

すく解説。日常生活と数学を関連づけて説明しな

がら、「数学は公式や定理を覚えるのではなく、物

事を柔軟に見る力を養うことが大切。知識の詰め

込みでは忘れるばかりで、応用できる能力を身に

付ける必要性がある」と指摘しました。また、「才

能は努力の後についてくる。いつまでも数学と友

達づきあいをしてほしい。そうすればいつかはほ

ほ笑んでくれるはずだし、好きになって努力する

ことが大切」とエールを送りました。

　12月16日、今年で15回目となるバスケットボール

交歓大会が西仙北スポーツセンター体育館で行われま

した。

　今年の大会には、昨年より５チーム多い16チーム・

130人の選手が参加。小学生・中学生の部、一般の部に

分かれて、気持ちの良い汗を流して交流を深めました。

　各部の優勝チームと優勝者は次のとおりです。　

【小学生の部】大沢郷スピーダーズ１【中学生の部】暴

れん坊！中学生（西仙北東中）【一般の部】Judgemen

【フリースローの部】▼小学生＝小松由希奈（土川小６

年）▼中学生＝進藤綾華（西仙北西中１年）▼一般の部＝

伊藤拓郎　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

世界一受けたい授業in神宮寺小・平和中
秋山仁さんを迎えて

楽しく分かりやすく
講演する秋山さん。

全
国
の
強
豪
校
と
競
い
合
い
、

見
事
、
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

大仙市水中ウォーキング講座
冬の運動不足解消にぜひ

参加者たちは指導を受けながら、輪に
なってウォーキングを楽しみました。

熱戦の連続に、会場は大
きな歓声に包まれました。

第15回西仙北バスケットボール大会
気持ちの良い汗で交流を深める

第35回マーチングバンド全国大会
大曲中学校マーチングバンド部が金賞に

12
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煙体験ハウス・スモークマシーン
宝くじ助成で購入

　11月30日、西仙北地域大沢郷地区で進められ

ている簡易水道事業の取水と浄水場の建設工事着
かいべっとう

工の安全祈願祭が、皆別当地内など構造物の浄水

場建設地で行われました。

　同地区内の一部にある既設水源はいずれも小規

模な施設で渇水や水質悪化などが懸念され、安定

した良質な飲料水確保が地区住民の長年の願いで

した。そこで、地区の近くを流れる雄物川左岸の

伏流水を水源として水道施設整備を進め、公衆衛

生の向上、生活環境の改善に努めます。

　計画給水人口1，550人、１日最大給水量800ト

ン、水道管路延長約58㎞で当地区全域に配水され

ます。工期は23年度までの５年間の継続事業で、

19年８月からは配水管布設工事が進められており、

20年12月から順次給水を開始する予定です。

　12月７日、太田地域づくり研修会「東北公益文科大

学公開講座」が太田文化プラザで開かれ、太田地域協議

会委員や市民など約130人が参加しました。　

　研修会では、東北公益文科大学（山形県）の高木武夫

教授が「ごみ減量化について考える」をテーマに世界各

国の取り組みやごみ有料化を実施した自治体などを例

に挙げて講演しました。

　高木教授はニュージーランドが取り組んでいる、ご

みを焼却したり最終処分場に埋め立てずに再利用する

「ゼロウエイスト」などを紹介。「ごみ問題をまちづくり

問題としてとらえて、意識を高め、市民と行政が連携し

て減量化を行う必要性がある」と話しました。

　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部では、財団法人

日本防火協会からの助成を受け「煙体験ハウス・スモー

クマシン」を購入しました。宝くじの普及広報事業費を

受けて行われる同協会の防火防災訓練用資器材助成事

業として、地域住民の防火意識高揚に活用されます。

　火災の主要死亡原因は煙による窒息死といわれます。

消防本部では、煙の怖さを知ることができるこのハウ

スを避難訓練などで有効活用し、幼少期から防火意識

を高め、災害に強い安全な地域づくりを進めたいとし

ています。

太田地域づくり研修会
ごみ問題はまちづくりの問題

大沢郷地区簡易水道工事
浄水場の建設に着手

　12月９日、プロ野球・東北楽天ゴールデンイーグル

ス野球塾が太田体育館で開催され、市内のスポーツ少

年団員約270人がプロ野球のコーチから指導を受けま

した。　

　この野球塾は、同チームの地域密着活動の一環で、少

年野球のレベルアップと有望選手の発掘、野球の楽し

さや魅力を肌で感じてもらおうと昨年から東北各県で

開かれているものです。

　参加した団員は「根市コーチの腕の振りが速くてす

ごかった。学んだことをこれからの練習に生かしてう

まくなりたい」と話していました。

東北楽天イーグルス野球塾
体のバランスと使い方を大切に

子どもたちはコーチの話
に聞き入っていました。

身近な「ごみ問題」を
一緒に考えました。

防火訓練などで活用します。
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太田北小学校音楽劇
一人ひとりが主役です

大曲高校女子駅伝部の全国大会出場
職員から寄付を募って応援！

　12月11日、除雪ボランティア「大仙雪まる隊」

（大信田孝文会長）の出動式が大曲交流センターで

行われ、会員約60人がそろいのオレンジ色のジャ

ンパー姿で出席しました。

　同隊は、除雪の援助を受けることが難しい市内

の一人暮らし高齢者や障害者世帯などの除雪を行

うボランティア組織。平成18年12月に組織され、

現在、個人、学校、団体、企業など約1,000人が

登録しています。各地区の民生委員の要請を受け

て出動し、自宅やその周辺の雪寄せを行います。

　大信田会長は「２年目を迎え、雪寄せだけでな

く声掛け運動や訪問活動など、地域全体を巻き込

んで安心、安全なまちづくりのために活動してい

きたい」と意気込みを語りました。

　雪まる隊への問い合わせ・申し込みは、社会福

祉協議会（�0187-63-0277）までご連絡ください。

　12月11日、全国障害者スポーツ大会「秋田わ

か杉大会」で入賞した市内在住25人に「大仙市長

賞」として記念ペナントが贈られました。ペナン

トは縦25㎝、横17㎝で「秋田わか杉大会参加記

念」の文字と市章、スギッチが描かれています。

　大曲養護学校で行われた贈呈式では、中学部、

高等部の生徒８人一人一人に栗林市長がペナント

を手渡し、「感動する大会に感謝を込めて贈りま

す。長い人生の記念にしてほしい」と健闘をたた

えました。

　これに対し、陸上競技の３種目で入賞した伊藤

和雅さん（中学部３年）が「一生懸命練習しました。

大会に参加しうれしく、誇りに思います。これか

らもスポーツを頑張りたい」とお礼を述べました。

　11月30日、太田北小学校（菊池清志校長・児童数64

人）児童による音楽劇「葉っぱのフレディ太田北バー

ジョン」が太田文化プラザで行われました。

　同小では、横手市の市民劇団「かんじき」代表の土谷

久男さんの演出・監督で10月中旬から練習を重ねてき

ました。「葉っぱのフレディ」は、葉っぱの一生を通し

て、生と死、大自然の循環、次の命へのつながる意味を

書いた絵本。葉っぱの衣装を着た子どもたちが散って

いき、土へとかえる場面では、観客の多くが涙を流して

いました。

　12月18日、女子第19回全国高等学校駅伝競走大会

に出場する大曲高校女子駅伝部に、市職員から募った

寄付金が贈られました。

　大曲高校女子駅伝部は、昨年に引き続き２度目の全

国大会出場。市役所を訪れた加藤校長と小野裕子監督、

女子駅伝部のメンバー11人は、去年の悔しさをバネに

練習してきた、自分たちの力を出しながら楽しんでき

たいと、抱負を語ってくれました。

大仙雪まる隊出動式
出動準備完了

秋田わか杉大会入賞者にペナント贈呈
感動する大会に感謝を込めて

安全、安心なまちづくりに取り組みを誓
う「大仙雪まる隊」の出動式。

観客から「感動した」「とても
良かった」との言葉が子どもた
ちにかけられました。

栗林市長から小野監督に寄
付金が手渡されました。

一人一人に記念のペナントが手渡されました。
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刈和野ライオンズクラブ（進藤隆会長）から、
みつば保育園に演台を寄贈いただきました。

大曲養護学校の児童が作成した「2008年手作
りカレンダー」を寄贈いただきました。

大曲ライオンズクラブ（伊藤富司会長）から
社会福祉協議会へフェイスタオル1,500本と
紙オムツ6,336枚。大曲保育会へフェイスタオ
ル1,100本を寄贈いただきました。

大曲地域の誘致企業12社で組織されているケ
ヤキの会（萩原洋会長）から、市社会福祉協
議会へ介護用ゴム手袋を寄贈いただきました。

　12月12日、サンクエスト大曲を会場に「地域活動支

援センターふれあい」の利用者と大仙保健所デイケア

利用者が合同で、大曲農業高校生活科学課の生徒たち

と交流会を行いました。

　この交流会は、除雪作業で知り合った大農生とふれ

あい利用者が交流を図りたいと行われたもの。参加者

全員で各種ゲームを楽しんだほか、生徒たちが作った

ケーキや大曲ふれあい会で作ったカレーで一緒に食事

をとり、楽しい一時を過ごしました。

各団体からいただきました

寄贈ありがとう
ございます

　12月１日、西仙北地域の強首、大沢郷、寺館の

３保育園が統合したみつば保育園の開園式には、

保護者や市関係者など約150人が出席。園児がく

す玉割を行うなど園舎の完成と新たな船出を祝い

ました。

　大沢郷保育園の施設老朽化と延長保育、一時保

育、乳児保育などに対応するため、18年度からの

２年間の事業で園舎建設と統合準備を進めてきま

した。

　同園の名称は保護者から募集。「３つの小さな葉

が仲良く寄り添うように」との願いを込めて付け

られました。敷地10,705㎡、木のぬくもりを感じ

させる内装の木造平屋建てで、一時保育室や地域

子育て支援センターを併設。地域の子育て支援の

核となる施設です。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で

交
流
を
楽
し
む
参
加
者
。

園舎の完成と船出を祝い、
元気にくす玉を割る園児たち。

みつば保育園が開園
３つの小さな葉が寄り添うように

大農生との交流会
ゲームやケーキを楽しみました
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あて先はこちらまで
（住所不要）

エ
内
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
あ
り
ま

す
。
知
ら
な
い
施
設
も
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
施
設
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
で
紹
介
す
る
こ
と
で
利
用
者
も
増
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
中
仙
地
域
・
35
歳
女
性
）

油
の
値
上
が
り
で
生
活
が
大
変
で
す
。

通
勤
す
る
の
に
も
車
が
必
要
で
す
の

で
、
こ
の
冬
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
ガ
ソ

リ
ン
・
灯
油
の
値
段
が
安
く
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　
給
料
は
上
が
ら
ず
、
物
は
高
く
な
る
ば
か

り
で
す
。

（
協
和
地
域
・
49
歳
女
性
）

号
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
太
田
地
域

の
高
い
山
を
利
用
し
て
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
運
動
で
き

る
よ
う
な
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
太
田
地
域
・
51
歳
女
性
）

走
に
入
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
う
が
い
手
洗
い

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

（
協
和
地
域
・
52
歳
男
性
）

ス
ニ
ッ
ク
風
麻
婆
豆
腐
、
と
て
も
お
い

し
そ
う
な
料
理
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な

料
理
を
作
っ
て
家
族
を
喜
ば
せ
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
35
歳
女
性
）

師

内訳／感想 17　意見3　質問 0　要望 0　なし 1

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
つ
ぶ
し
方
を
教
え
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
は
私
も
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
健
康
の
達
人

は
、
毎
回
丹
念
に
読
ん
で
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
48
歳
女
性
）

康
の
達
人
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
も
主
人
も
血
圧
が
高
め
な
の
で
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
は
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
家
族
全
員
で
気
を

付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
仙
地
域
・
42
歳
女
性
）

女
共
同
参
画
都
市
宣
言
の
柱
で
あ
る

「
自
立
し
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
生
活

で
き
る
」
と
い
う
言
葉
が
大
好
き
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
分
ら
し
さ
や
個
性

を
生
か
し
、
伸
び
伸
び
と
生
活
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
50
歳
男
性
）

集
後
記
の（
三
）さ
ん
、
タ
イ
ヤ
は
早
め

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
事
故
に
な
っ
て

は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
タ
イ
ヤ
の
減
り
な

ど
心
配
す
る
よ
り
も
安
全
第
一
で
す
。
私
は

い
つ
も
初
雪
が
降
る
前
に
替
え
て
い
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
64
歳
男
性
）

は
目
標
に
向
か
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
努
力
し

て
い
れ
ば
、
何
事
も
必
ず
達
成
で
き
ま

す
。
真
心
を
大
切
に
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

（
大
曲
地
域
・
50
歳
女
性
）

日
積
も
っ
た
雪
は
と
け
ま
し
た
が
、
寒

さ
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

　
原
油
の
価
格
高
騰
で
ガ
ソ
リ
ン
の
ほ
か

灯
油
も
値
上
げ
さ
れ
る
と
の
事
。
今
年
の

冬
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
原
油
の
高
騰
は
い
つ
ま

で
続
く
の
で
し
ょ
う
か･･･

。

（
大
曲
地
域
・
40
歳
男
性
）

キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
す
る
日
が
載
っ
て

い
ま
し
た
が
、
雪
が
溶
け
て
し
ま
っ
て

オ
ー
プ
ン
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。
部
活
も
最
後
な
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
を
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
の
練
習
が
で
き
る
よ
う
、
早
く
雪

が
降
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
12
歳
男
性
）

紙
の
「
保
育
ま
つ
り
」
に
、
２
人
の
子

ど
も
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
工
作

や
折
り
紙
な
ど
身
近
な
材
料
で
楽
し
む
工
夫

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
手
づ
く
り
感
が
と
て
も

良
い
雰
囲
気
で
、
時
間
一
杯
楽
し
ま
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
家
に
帰
り
早
速
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作
に
挑

戦
。
子
ど
も
は
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ど
ん

ど
ん
付
け
足
し
、
お
も
し
ろ
い
も
の
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　
広
い
室
内
で
お
も
い
っ
き
り
遊
べ
て
大
満

足
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ

続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
39
歳
女
性
）

ペ男

市毎

　表紙は、たくさんの親子でにぎ
わった「第13回保育まつり」。
　男女共同参画宣言都市に関する内
容や秋の叙勲受賞者等の紹介、市職
員の給与・定数管理などをお知らせ
した号でした。

12月１日号を振り返り

今回の応募総数は 21通

編人

原

ス

健

先表
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健
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バ
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ン
ス

食
事
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　発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や

市への質問などを記入のうえ、秘書広報課までお送りく

ださい。はがき以外でもFAX（0187-63-1119）、Eメー

ル（kouhou@city.daisen.akita.jp）で受け付けています。

今月のヘルスメイトさん

材料（４～６人分）
◎じゃがいも/小1個◎ニン
ジン/5cm◎ホウレンソウ/
50g◎玉ネギ/1/4個◎生シ
イタケ/2枚◎冷凍枝豆（実）/

寺 田 玲 子 さん
(大曲支部)

ヘルスメイトは、食生活改善推
進員養成講座を修了し、地域で
健康づくり活動をすすめている
ボランティアです。

電子レンジと
タッパで手軽に作れます

オムレッタ

※シーチキンの変わりにサケの缶詰でもおいしいです。
※野菜は季節の野菜を応用できますし、家庭にある材料
で健康的な料理ができあがります。

※あんに限らずトマトケチャップなど味付けや付け合
わせによって、主菜や副菜、弁当のおかず、おやつ
など自由自在に調理できます。

仙
市
が
、
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
と
し

て
「
共
生
・
自
立
」
を
柱
と
し
た
一
体

感
を
持
ち
、
少
子
高
齢
化
や
限
界
集
落
の

問
題
な
ど
を
吹
き
飛
ば
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
64
歳
男
性
）

【
男
女
共
同
参
画
室
か
ら
】

　
市
で
は
、
今
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
男

女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
の
個
性
を
生
か
し
「
と
も
に
輝

く
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
・
だ
い
せ
ん
」
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

書
館
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
が
大
好
き
で
す
。

本
は
一
生
の
宝
。
家
族
で
い
ろ
い
ろ

な
本
が
読
め
る
の
で
、
新
着
図
書
も
大
好

き
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
64
歳
女
性
）

会
の
友
人
に
、
ず
ー
っ
と
田
舎
自
慢
を

し
て
き
た
私
で
す
が
、
里
帰
り
す
る
た

び
に
増
え
て
い
く
新
し
い
道
路
と
、
閑
散
と

し
て
い
く
街
に
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
電
信
柱
と
電
線
が
や
た
ら
と
目
に
入
る
大

曲
地
域
の
市
街
地
。
た
く
さ
ん
の
木
を
植
え

た
り
し
な
が
ら
、
緑
美
し
い
街
に
で
き
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
大
曲
地
域
・
49
歳
女
性
）

　発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や

市への質問などを記入のうえ、秘書広報課までお送りく

ださい。はがき以外でもFAX（0187-63-1119）、Eメー

ル（kouhou@city.daisen.akita.jp）で受け付けています。

大

　市内業者が生みの親
「合併戦隊ダイセン
ジャー」。８地域の特色
を特技に持つ戦士のぬり
絵は、コンクールが開か
れるほど子どもたちに大
人気。来年度も行う予定
ですので、みなさんも応
募してみては。

都 図

ダイセンジャーって知ってます？

50g◎シーチキン/120g◎卵/4個◎マヨネーズ/大さ
じ2◎砂糖、塩、コショウ/各少々◎酒/小さじ1
◎あん/だし汁100ml、しょう油1～2滴、片栗粉・

水各小さじ1

作り方
①ジャガイモは皮をむいて5�角に切り、ニンジンは
いちょう切りにし、どちらもレンジで2分加熱する。

②ホウレンソウは固めにゆでて２�に切る。
③玉ネギ、生シイタケは粗みじん切りにする。
④枝豆を解凍し水気をとり、シーチキンは汁を切る。
⑤ボウルに卵を溶きほぐし調味料を加え、さらに�～

�を加えてかき混ぜる。
⑥電子レンジ用タッパの内側にサラダ油を塗って、�
を流し入れ500Wで8分加熱する。

�あら熱がとれたらタッパから取り出し、切り分け盛
り付けたらあんをかける。

�付け合わせとして、季節感がある菊花カブやナガイ
モの梅酒煮、大根おろしとおろしショウガなどが良
く合います。

男女共同参画に関する事業所アンケート。
何事業所から回答があったでしょう？

① 243　　 　② 263　　　 ③ 480

１ 15
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地
域
の
な
つ
か
し
い
味

お
や
き
、
凍
み
大
根
づ
く
り

伝
承
料
理
教
室

　
地
域
の
な
つ
か
し
い
味
を
伝
え

る
伝
承
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
親
子
で
作
る
「
お
や
き
・
凍

み
大
根
」
で
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
１
月
12
日(

土)

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

会
場
／
県
立
農
業
科
学
館

定
員
／
親
子
20
組
（
幼
児
・
小
学
生

と
親
）

参
加
費
／
１
組
５
０
０
円
※
材
料
費

申
込
受
付
期
間
／
１
月
４
日(

金)

か
ら
定
員
に
な
り
次
第
締
め
き
り

※
土
・
日
曜
日
除
く

持
参
す
る
も
の
／
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
筆
記
用
具

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
農
林
振
興
課

�

０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

　
内
線
２
４
４
ま
で

　牛乳パックや古紙を再利用し

た紙バンドを使用し、買い物や

インテリアなどに利用できるカ

ゴを作る手芸教室です。みなさ

んの参加をお待ちしています。

■日時／２月６日(水)・７日(木)、

午前10時～午後３時

■会場／サンクエスト大曲

■参加費／1,600 円※材料費と

して

■定員／15人

■申込受付期限／１月31日(木)

■講師／児玉多津子さん、佐藤

浦子さん

■持参する物／画びょう30個、

はさみ、ものさし（50cm）、筆記

用具、ぬれふきん、目打ち、洗濯

挟み20個

【問い合わせ・申し込み】

サンクエスト大曲

� 0187-63-5572まで

　子どもと保護者の交流の場で

す。気軽に参加ください。

■日時／１月18日(金)午前10時

～11時30分

■会場／花館公民館

■参加費／無料

【問い合わせ】

花館公民館

� 0187-62-3012まで

はなだて広場

大曲

　大曲地域花館地区の男性 42

歳、女性33歳の厄払いを合同で

行います。

　花館地区にお住まいか、出身

の方であればどなたでも参加で

きます。みなさんの参加をお待

ちしています。

■対象／男性は昭和42年４月か

ら43年３月生まれ、女性は昭和

51年４月から52年３月生まれ

【厄払い】

　日時／２月２日(土)午前９時15

　分～45分、シャインプラザ平

　安閣集合

　※伊豆山神社までバスで送迎、

　　厄払いは午前10時から

【厄払い記念祝賀会】

　日時／２月２日(土)午後０時30

　分～

　会場／シャインプラザ平安閣

【問い合わせ・申し込み】

事務局・佐藤さん

� 0187-62-0273まで

■対象／乳幼児と保護者の方

■日時／１月16日(水)午前９時

30分～11時

■会場／中仙西保育園

【問い合わせ】

　中仙西保育園

　� 0187-56-4139まで

花館地区合同厄払い

大曲

エコクラフト手芸教室

大曲

　神岡地域で「33歳・42歳の合

同厄払い」行事を行います。通知

が届いていない方で、参加を希

望される方は申し込みください。

■対象／男性は昭和42年４月か

ら43年３月生まれ、女性は昭和

51年４月から52年３月生まれ

【神宮寺地区、宇留井谷地・船戸

地区合同祈祷】

　日時／２月１日（金）午前11時～

　会場／八幡神社

【北楢岡地区祈祷】

　日時／２月１日（金）午前10時～

　会場／熊野神社

■申込受付期限／１月10日(木)

【問い合わせ・申し込み】

　神岡地区厄払い会事務局

　宮原さん・黒川さん（宮原組内）

　� 0187-72-4545まで

■対象／高校生以上の方

■会場／中仙市民会館（ドンパル）

■日時・参加費／【ダイエット教

室】毎週水曜日の午後２時～３

時30分・2,000円（１月２日は休

み）【健康運動教室】毎週金曜日

の午後７時～８時30分・1,500円

（１月４日は休みです）

【問い合わせ】

　中仙保健センター

　� 0187-56-7211まで

「わんぱく広場」開催

中仙

健康づくり教室

中仙

20年度厄払い行事

神岡
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脚
本
・
演
出
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
坊
ち
ゃ
ん
」

　
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン
パ
ル
）を

会
場
に
、
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
坊
ち
ゃ
ん
！
」
の
東
北
初
公
演

を
行
い
ま
す
。
笑
い
と
涙
で
贈
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
舞
台
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
８
日(
土)
午
後
２
時

〜
、
午
後
６
時
30
分
、
３
月
９
日

(

日)

午
後
２
時
〜

会
場
／
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン
パ
ル
）

入
場
料
／
３
５
０
０
円
※
当
日
は

３
８
０
０
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
ジ
ャ
ス
コ
中
仙

店
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
、
荒
川
書

店
、ブ
ッ
ク
イ
ン
１
０
５
、大
曲
ジ
ョ

イ
フ
ル
シ
テ
ィ
、大
曲
市
民
会
館
、協

和
市
民
セ
ン
タ
ー（
和
ピ
ア
）、
仙
北

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
仙
市

民
会
館（
ド
ン
パ
ル
）、
わ
ら
び
座

【
問
い
合
わ
せ
】

中
仙
市
民
会
館（
ド
ン
パ
ル
）

�

０
１
８
７(

56)

７
２
０
０

ワ
ラ
ビ
座
東
北
事
務
局

�

０
１
８
７(

44)

３
８
６
０
ま
で

ドンパン踊り練習

■日時／毎月第３火曜日の午後

７時30分～※1月は15日に開催

■会場／中仙環境改善センター

（中仙庁舎隣り）

【問い合わせ】

　中仙観光協会

　� 0187-56-2337まで

　初心者のための親子スキー教

室です。平日の夜に行います。

■対象／幼稚園年長から小学校３

年生までの子どもとその保護者

■期日／１月14日、17日、21日、

24日、28日、31日の月・木曜日

■参加費／１組み3,000円※リフ

ト代金は別途

■定員／20人

【問い合わせ・申し込み】

　市体育協会太田支部事務局

　�0187-86-9460まで

■追加業者／(有)　橋工務店�

0187-89-1265（２トン）、(有)伊藤商会

�090-8925-6833（２・４トン）、藤谷

建築�0187-88-1670（２トン）

【問い合わせ】

太田総合支所市民課

� 0187-88-1111まで

　中仙土友会の主催による「ド

ンパル講演会」を行います。

　講師は「ひるどき日本列島」や

「おはよう日本」のキャスターを

担当した、ＮＨＫを代表するア

ナウンサーの三宅民夫さんです。

興味をお持ちの方はぜひご来場

ください。

　なお、入場は無料ですが整理

券が必要です。整理券は下記の

日程で、ドンパルなどで配布し

ます。

■日時／１月19日(土)午後２時

～４時

■会場／中仙市民会館（ドンパル）

■入場料／無料※整理券が必要

■整理券配布日・場所／１月10

日(木)からドンパルなどで配布

■定員／500人

■演題／舞台裏からみた放送

【問い合わせ】

中仙土友会・伊藤さん

� 0187-56-4651まで

　有機・特別栽培農産物をは

じめとした、安心・安全な農業

生産を進めるためには、その

基本である堆肥などを利用し

た土づくりが欠かせません。

　そこで、堆肥肥料の一つと

して下水汚泥コンポストを利

用してもらおうと、生産者や

消費者の方々を対象とした利

活用セミナーを行います。

　セミナーでは、下水汚泥コ

ンポストの利用方法や循環型

農業の推進、下水道汚泥処理

の現状、事例紹介などさまざ

まな講演が行われる予定です。

◆日時／１月24日（木）午後１

時30分～４時

◆会場／西仙北総合支所３階

会議室

◆参加費／無料

◆申込受付期限／１月15日(火)

【問い合わせ・申し込み】

　西仙北総合支所建設課

　� 0187-75-2970まで

コンポスト

利活用

セミナー
下水バイオマスを活用した土作り

ナイター親子教室 in大台スキー場

太田

太田地域雪下ろし業者追加

太田

講
師
の
三
宅
さ
ん
は
現
在
、
「
探
検
ロ
マ
ン
世

界
遺
産
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
興
味
を
お
持

ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ドンパル講演会

中仙

ドンパン踊りの練習

中仙
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健
康
の

達
人

L
etter from

 O
m

agari senboku m
ediciation.

M
aster of H

E
A

LT
H

.

大
曲
仙
北
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

パ
ソ
コ
ン
か
ら h

ttp
://w
w
w
.om
ag
ari-m

ed
.or.jp

携
帯
電
話
か
ら h

ttp
://w
w
w
.om
ag
ari-m

ed
.or.jp

/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の

便
り

　
　
　
海
山
も
雪
化
粧
、
寒
い
季
節
が
や
っ

　
　
　
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と

　
　
　
多
く
見
ら
れ
る
の
が
「
鼻
出
血
」。
突

然
、
生
暖
か
い
血
液
が
タ
ラ
リ
と
く
る
と
誰

で
も
慌
て
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、

鼻
出
血
に
も
原
因
に
よ
っ
て
は
心
配
の
な
い

も
の
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
こ
の
鼻
出

血
に
つ
い
て
少
し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
鼻
出
血
は
も
ち
ろ
ん
血
管
が
切
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
血
管
に
は
動
脈

と
静
脈
が
あ
り
、
多
く
は
静
脈
性
の
出
血
で

す
。
ま
た
ど
ち
ら
の
出
血
で
も
、
基
本
は
圧

迫
に
よ
る
止
血（
出
血
部
位
を
強
く
押
さ
え

る
）で
す
。
み
な
さ
ん
も
病
院
で
の
採
血
や

注
射
の
後
、
看
護
師
さ
ん
に
血
管
の
上
を
し

ば
ら
く
押
さ
え
て
も
ら
っ
た
経
験
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
鼻
出
血
が
多
く
見
ら
れ
る
場
所
は
、
鼻
の

入
り
口
の
少
し
奥
に
あ
る
キ
ー
ゼ
ル
バ
ッ
ハ

部
位
と
言
わ
れ
る
鼻
中
隔
粘
膜（
鼻
の
左
右

の
仕
切
り
）で
す
。
こ
こ
に
は
血
管
が
網
の

目
状
に
集
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
鼻
の
入
り
口

の
た
め
に
埃
や
外
気
で
絶
え
ず
刺
激
さ
れ
て

い
る
た
め
、
粘
膜
も
痛
み
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
強
く
鼻
を
か
ん
だ
り
、
指
を
入
れ

て
い
じ
っ
て
み
た
り（
子
ど
も
に
多
い
）、
急

激
に
血
圧
が
上
昇
す
る
と
出
血
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
鼻
出
血
が
見
ら
れ
た
ら
、
ま
ず
鼻
翼（
小

鼻
）を
指
で
３
分
以
上（
な
か
な
か
長
い
時
間

で
す
）強
く
摘
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
場

鼻出血の話
Talk about nosebleed.

合
、
脱
脂
綿
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
丸
め
た
も
の

を
鼻
に
入
れ
、
そ
の
上
を
圧
迫
し
て
も
大
丈

夫
で
す
。
そ
し
て
静
か
に
指
を
離
し
て
止
血

が
で
き
た
ら
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
繰
り

返
す
よ
う
で
し
た
ら
機
会
を
み
て
耳
鼻
科
医

の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
前

述
の
止
血
処
理
を
十
分
に
行
っ
て
も
止
ま
ら

な
い
、
ま
た
口
の
方
に
出
て
く
る
場
合
は
動

脈
性
の
出
血
、
出
血
部
位
が
鼻
の
か
な
り
奥

の
方
に
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
急

い
で
耳
鼻
科
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
ぜ
か
鼻
出
血
に
は
、
昔
か
ら
迷
信
の
よ

う
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
処
置
方
法
が
あ

Medical chart no. 9

り
ま
す
。
一
つ
は
「
首
筋
を
平
手
で
叩
く
」。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
？
あ
ま
り
強
く
叩
い
た
ら
ム
チ

打
ち
で
す
。
二
つ
目
が
「
鼻
の
付
け
根
を
摘

む
」。
こ
こ
は
鼻
骨
で
す
の
で
、
ど
ん
な
に
強

く
摘
ん
で
も
圧
迫
止
血
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
鼻
出
血
の
止
血
の
基
本
は

小
鼻
の
圧
迫
で
す
。
し
か
し
、
他
に
鼻
の
血

管
腫
、
悪
性
腫
瘍
や
血
液
疾
患
に
よ
る
も

の
。
内
服
液
の
作
用
に
よ
る
血
液
凝
固
時
間

の
延
長
な
ど
も
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
鼻
出
血
が
反
復
す
る
場
合
は
必
ず

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

鳥

いきなりタラリ、でも慌てずに

大曲仙北医師会

耳鼻咽喉科菅原医院

大　　　詳一郎 院長

耳鼻咽喉科菅原医院
仙北市角館町田町上丁65

� 0187-54-2052
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問い合わせ

別館
DAISEN City Public Relations  2008.1.1

１）明るく光あふれる室内。広々としたスペースで快適な読書が楽しめます。
２）視聴覚スペースにはさまざまな音楽や映画があります。図書館内で利用
できますし、もちろん貸し出しも可能です。

３）図書館ボランティア「そよかぜ」による読み聞かせを定期的に実施。子
どもたちに大人気です。

４）珍しい豆本の展示。色とりどりの美しい豆本が鑑賞できます。
５）入口には新刊やベストセラーを集めた本棚が。新聞やテレビで話題に
なった著者の本や、問い合わせの多い本をひとまとめにして紹介してい
ます。この他にも、館内の随所に季節感のある本紹介コーナーが設置さ
れています。

　仙北図書館は、仙北ふれあい文化セン
ターの隣りにあります。平成７年に人と学
問のふれあいの場として「ふれあい学習セ
ンター」がオープン。９年に「図書館」と
なりましたが、今も人と本のふれあいはも
ちろん、人と人とのふれあいの場として、
ホッとできる空間づくりに努めています。
　仙北地域には、国指定名勝「池田氏庭
園」や国指定史跡「払田柵跡」があること
もあり、郷土史の収集に力を入れていま
す。また、視聴覚資料が多いのも特徴で
す。難しい本や分厚い本も良いのですが、
たまにはビデオやＤＶＤを観たり、ＣＤを
聴いて気分転換してみてはいかがでしょ
う。館内にも視聴覚機器を設置しています
ので、その場で観たり聴いたりすることも
できます。
　また、毎月第２・４土曜日には図書館ボ
ランティア「そよかぜ」による読み聞かせ
が行われていますので、ご家族でおいでく
ださい。新年最初の一冊は、ぜひ仙北図書
館でどうぞ！

各図書館のイベント
【大曲地域】　■嵯峨重右エ門氏古城探訪「日本の城パネル展�」／

１月５日（土）から31日（木）まで
【神岡地域】　■おはなし会／１月19日（土）午前11時～
【西仙北地域】 ■おはなし会／１月26日（土）午前10時～
【協和地域】　■おはなし会／１月20日（日）午前10時～
【仙北地域】　■おはなし会／１月12日・26日の土曜日、午前11時～
【太田地域】　■どんぐり文庫おはなし会／１月26日（土）午前９時30分～

／敬愛館※昔の遊びもあります。

図書館紹介第６回

仙北図書館

1

◎永遠を旅する者／重松清　　　　　　　　◎厭犬伝／弘也英明
◎名将山中鹿之助／南原幹雄　　　　　　　◎魔物　上・下／大沢在昌
◎指し手の顔　上・下／首藤瓜於　　　　　◎黒髪／谷村志穂
◎ゴールデンスランバー／伊坂幸太郎　　　◎夫の火遊び／藤堂志津子
◎目覚めよと彼の呼ぶ声がする／石田衣良　◎神書板刻／澤田ふじ子
◎カツラ美容室別室／山崎ナオコーラ　　　◎星へ落ちる／金原ひとみ
◎肝心の子供／磯崎憲一郎
◎青色讃歌／丹下健太
◎晩鐘／宇江佐真理
◎本朝金瓶梅／林真理子
◎摂氏零度の少女／新堂冬樹
◎ダイイング・アイ／東野圭吾
◎篤姫の生涯／宮尾登美子
◎仏果を得ず／三浦しをん
◎ほかに踊りを知らない。／川上弘美
◎三世相／松井今朝子
◎青春の条件　上・下／森村誠一
◎商人龍馬／津本陽
◎かめきちのなくな！王子様／村上しいこ
◎メリークリスマスおさるのジョージ／Ｍ・レイ
◎初雪のふる日／こみねゆら
◎サンタクロースが二月にやってきた／あべ弘士
◎おまじないつかい／なかがわちひろ
◎ロボットとあおいことり／デイヴィッド・ルーカス
◎ねこのおんがえし／中川李枝子
◎タンタンとアルファアート／エルジェ
◎タンタンとピカロたち／エルジェ
◎14ひきのもちつき／いわむらかずお
◎ふたりでおるすばん／いとうひろし
◎クリスマス／バーバラ・クーニー

2 3
4 5
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出
演
者

市長交際費（11月１日～30日）
摘　要　　件 数　 　金　額
弔　慰  　　　　　　　

慶　祝　　　　　　

協　賛

合　計

7

38

5

50

80,000

303,362

224,730

608,092

12月11日、「大仙雪まる隊出動式」で激
励のあいさつを行う栗林市長。大仙雪ま
る隊は随時ボランティアスタッフを募集
しています。詳しくは市社会福祉協議会
まで問い合わせください。
【問い合わせ】
　社会福祉協議会� 0187-63-0277まで

● ４日 ・金 仕事始め

100歳長寿祝い金贈呈式（西仙北地域）

● ５日 ・土 消防出初式

● ７日 ・月 定例記者会見

● ８日 ・火 大曲商工会議所賀詞交歓会

● ９日 ・水 大仙市交通指導隊観閲式

● 12日 ・土 第20回大曲新人音楽祭（～13日）

● 19日 ・土 ＪＡ秋田おばこ農協新春懇談会

● 21日 ・月 斉内川河川整備計画策定検討委員会

● 24日 ・木 全国市長会理事・評議員合同会議（東京都）

● 25日 ・金 特別地方交付税陳情（東京都）

知事を囲む新春の集い（秋田市）

● 29日 ・火 大仙市議会会派協議会

● 30日 ・水 大仙美郷環境事業組合正副管理者会議

[１月の市長の動き]
※日程が変更になる場合があります。

大
曲
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司会
四反田素幸さん（作曲家）

２月24日(日)
午後２時開演（午後１時開場）

大曲市民会館

◆入場料／一般1,500円、高校生

以下1,000円※全席自由

◆プレイガイド／大曲市民会館（大

曲中央公民館窓口）、榊田楽器店、

榊田分店、ジョイフルシティ大曲

店、タカヤナギイーストモール、美

音社本店、中仙市民会館（ドンパ

ル）、協和市民センター（和ピア）、

仙北ふれあい文化センター

【問い合わせ】

大曲市民会館（月曜休館）

� 0187-63-8766まで
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予
　
選

本
選

第20回

大仙市大曲
新人音楽祭
コンクール

１月12日（土）
ピアノ／正午～
声楽／午後４時～
　会場＝大曲市民会館
弦・管・打楽器／正午～
　会場＝大曲中央公民館

１月13日（日）
全部門／午後０時30分～
　会場＝大曲市民会館

【問い合わせ】

大曲市民会館（月曜休館）

� 0187-63-8766まで

１ 月の
１月１日(火)～20日(日)

大仙市の行事予定

２ (水)
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：冨岡歯科医院（太田）☎0187-88-1123

(火)８

休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：カワラダ歯科医院（仙北市）☎0187-55-1188

(木)３

(火)15

７ (月)

(木)17

(水)16

19 (土)

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：金子歯科医院（大曲）☎0187-63-7300
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

６ (日)

休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：くぼた歯科医院（仙北市）☎0187-43-2233

(月)14
文化の日

(火)１１ /
元　旦

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：角間川歯科医院（大曲）☎0187-65-3536

18 (金) 介護予防講演会■午後１時30分～■大曲中央公民館

(金)４ 仕事始め

１月は

国民健康保険税（６期）の納期月です。
口座引き落としは、納付付きの末日です。
【問い合わせ】各総合支所市民課税務担当
税務課☎0187-63-1111内線112・113まで

10 (木) 農業委員会委員選挙人名簿搭載申請提出期限日

11 (金) 学校給食物資納入業者申請受付期限日

12 (土)
第20回大仙市大曲新人音楽祭コンクール・予選
　■正午開演
　■大曲市民会館、大曲中央公民館(両日券・一般500円、高校生以下300円)

13 (日)

第20回大仙市大曲新人音楽祭コンクール・本選
　■午後０時30分開演■大曲市民会館(両日券・一般500円、高校生以下300円)
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：佐藤歯科医院（仙北市）☎0187-53-2944
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

20  (日)
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：佐藤歯科医院（大曲）☎0187-63-0308
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

９ (水) 第２回市民席書大会■午前９時～■大曲体育館

(土)５ 消防出初式■午後１時～■大曲市民会館前、駐車場
大曲仙北書写教育研究会による書き初め展（～10日）■産業展示館

【問い合わせ】健康増進センター☎0187-62-9301まで

献血日程表

４日(金)
全 血

大曲

10日(木)
全 血

 中仙

11日(金)
全 血

  大曲　

23日(水)
全 血

  協和　

12日(土)
全 血

  大曲　 ふれあい献血キャンペーン

スーパーマーケットよねや 大曲店10:00～16:00

31日(木)
全 血

  大曲　

秋田県立大曲技術専門校10:00～16:00

11:10～12:00

13:30～16:00

10:00～11:30

12:00～12:50

14:00～16:00

10:00～10:50

13:30～16:00

秋田地方検察庁 大曲支部

秋田地方法務局 大曲支部

仙北地域振興局 福祉健康部

大仙市役所 大曲庁舎

中仙農村環境改善センター

秋田上日工業（株）

八乙女荘 桜寿苑前

コマツ秋田（株） 大曲支店

秋田日産自動車（株） 大曲営業所

日産サティオ秋田（株） 大曲店

エスアイアイ・マイクロテクノ（株）

10:00～11:50

12:20～13:00

14:30～16:00

大仙市役所 協和庁舎

エーピーアイ（株）

県立リハセン

10:00～10:50

11:10～12:00

企画展

■秋田県立大学紹介展

期間／１月20日（日）まで

■農山村風景写真展

期間／１月４日（金）から２月24日（日）まで

■洋ランフェスタ“春を迎える”

期間／１月11日(金)から３月23日（日）まで

■畜産試験場紹介展

期間／１月22日(火)から２月24日（日）まで
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学生寮を探していませんか
「秋田県育英会」入寮生募集

　秋田県育英会の「東京寮」（男子・

東京）と「ビューリー千秋」（女子・

神奈川県）の入寮者を募集します。

詳しくは問い合わせください。

◆対象／秋田県出身者で、学生寮

から通学できる範囲の大学・短

大・専修学校に４月から第１学年

に入学予定の方

◆住所／【東京寮】東京都世田谷

区北沢１丁目41-22【ビューリー

千秋】神奈川県川崎市中原区宮内

４丁目31-5

◆入寮期間／本人の在学する正規

の最短修業年限

◆申込受付期間／東京寮、ビュー

リー千秋ともに【第１回】１月15

日(火)から29日(火)まで【第２回】

２月６日(水)から20日(水)まで

【問い合わせ・申し込み】

(財)秋田県育英会

� 018-860-3552まで

「商標登録」して売りだそう！
商標検索・電子出願講習会

　初めての方にも分かる商標の調

べ方と出願の手続きに関する講習

会です。

◆対象／パソコンで文字入力でき

る方

◆期日・会場／１月25日(金)・角

館総合情報センター（仙北市）、１月

31日(木)・しすてむ工房（横手市）

◆時間／午後１時30分～４時

◆定員／各10人※先着順

◆受講料／無料

【問い合わせ・申し込み】

秋田県知的所有権センター

� 018-860-5614まで

テーマは「メタボ」！
健康づくりセミナー

　ペアーレ大曲主催による第２回

健康づくりセミナーを行います。

テーマはメタボリックシンドロー

ムです。池田医院の池田芳信院長

の講演など、さまざまなプログラ

ムを用意していますのでぜひ参加

ください。

◆日時／１月20日(日)午前10時

～午後２時

◆会場／ペアーレ大曲

◆定員／35人

◆参加費／1,000円※昼食代含む

【問い合わせ・申し込み】

ペアーレ大曲

� 0187-63-8600まで

ほ場視察などを行います
冬期園芸生産拡大説明会

　冬期園芸作物の新規作付・作付

拡大に興味がある方を対象にした

説明会です。

　「寒締めホウレン草」や「促成ア

スパラ」、「菌床シイタケ」の栽培

技術などの講習とほ場視察を行い

ますので、興味をお持ちの方はぜ

ひ参加ください。

◆日時／１月23日(水)午前９時

～正午

◆会場／ＪＡ秋田おばこ中仙支店

集合

◆参加費／無料

◆申込受付期限／１月16日(水)

【問い合わせ・申し込み】

ＪＡ秋田おばこ各営農センター、

仙北地域振興局農林企画課

� 0187-63-6111まで

２等陸・海・空士（男子）
自衛官４次募集

　自衛官２等陸・海・空士（男子

のみ）の４次募集を行います。

　試験は２月上旬予定で、それま

では随時申し込みを受け付けてい

ます。入隊は３月下旬になる予定

です。

◆対象／18歳以上27歳未満の方

【問い合わせ・申し込み】

自衛隊地方協力本部

大仙地域事務所

� 0187-63-1313まで

禁煙にご協力ください

12月から

秋田県の全タクシーが

禁煙となっています

知ってるよ
　チャイルドシートが

僕の席

大仙市チャイルドシート
着用使用キャンペーン標語
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運転免許返納高齢者
割引タクシー制度

　高齢者ドライバーの方で、自ら

の安全と道路交通に与える影響を

考え、保有する運転免許を返納し

て「運転経歴証明書」を取得した

方を対象に「運転免許返納高齢者

割引タクシー制度」を行っていま

す。

　タクシーに乗車する際に「運転

経歴証明書」を提示していただけ

れば、乗車運賃が１割引きとなり

ます。県内の全タクシーが対象と

なりますので、免許を返納された

方はぜひご利用ください。

　「運転経歴証明書」は、運転免許

センターや各警察署で免許を返納

した後１カ月以内であれば、手数

料1,000円で申請が可能です。

【問い合わせ】

大仙警察署交通課

� 0187-63-3355まで

土地関係の相談を受け付け
土地・家屋・相続相談

◆日時／１月25日(金)午前10時

～午後３時

◆会場／市社会福祉協議会

◆申込受付期限／１月23日(水)

※事前申し込み必要

◆相談員／相馬完さん（司法書士）

【問い合わせ・申し込み】

市社会福祉協議会

� 0187-63-0277まで

不動産や会社などの悩みを
司法書士総合相談センター大曲

　秋田県司法書士会による無料の

法律相談会です。事前に電話予約

が必要ですのでご注意ください。

◆日時／１月23日、２月27日、

３月26日の水曜日、午後６時～

８時30分

◆会場／サンクエスト大曲

◆定員／毎月６人※先着順

【問い合わせ・申し込み】

秋田県司法書士会

� 018-824-0187

予約専用電話

� 018-824-0055まで

守ろう！確かめよう！
秋田県産業別最低賃金

　すべての労働者に適用される

「秋田県最低賃金」は「時間額618

円」とされています。それに合わ

せ、次の特定の産業に適用される

「産業別最低賃金」も次のとおり

改正されたのでお知らせします。

◆産業種別・最低賃金／【非鉄金

属製錬・精製業】731円、【電子応

用装置、その他の電気機械器具、

電子計算機・同附属装置、電子部

品・デバイス製造業（磁気テープ、

磁気ディスク製造業を除く）】689

円、【自動車・同附属品製造業】

720円、【自動車（新車）、自動車

部品、附属品小売業】705円

※最低賃金は全て時間額

【問い合わせ】

秋田労働局賃金室

� 018-883-4266まで

１月21日から改正
配偶者暴力防止法

　配偶者暴力防止法が１月11日

から改正されます。

　改正の内容は、保護命令制度の

拡充（①生命または身体に対する

脅迫を受けた被害者に係わる保護

命令②電話などを禁止する保護命

令③被害者の親族などへの接近禁

止命令）や市町村基本計画の作成

に対する努力義務などです。詳し

い内容は、県健康福祉部子育て支

援課まで問い合わせください。

【問い合わせ】

県子育て支援課

� 018-860-1345まで

お正月も開館しています
「書の泰斗 -赤星藍城」展

◆期間／３月２日(日)まで※元旦

から開館しており、１月15日(火)

から24日(木)までは休館日。

◆開館時間／午前９時30分～午

後５時

◆入場料／一般400円、学生300

円、小・中学生200円

【問い合わせ】

県立近代美術館

�0182-33-8855

まで

赤星藍城は今年
で生誕150年。郷
土作家の作品ご
覧ください。
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（11/30現在）

　人　口　93,594 人（－ 53）  ／ 出生  50人

　　　男　44,321 人（－ 15） ／ 死亡105人

　　　女　49,273 人（－ 38） ／ 転入133人

　世帯数　30,515世帯（＋ 20） ／ 転出131人

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
年

の
干
支
は
ネ
ズ
ミ
で
す
▼
ネ
ズ
ミ
と
い
う
名
前
の

由
来
は
、人
間
が
寝
て
い
る
間
に
食
料
な
ど
を
盗

ん
で
食
べ
る
「
寝
盗
み
」
か
ら
来
て
い
る
ん
だ
と

か
。ハ
ム
ス
タ
ー
の
よ
う
に
ペ
ッ
ト
と
し
て
も
飼

わ
れ
た
り
し
て
い
る
ネ
ズ
ミ
も
い
ま
す
が
、農
家

で
は
病
原
体
を
媒
介
し
、米
を
食
べ
た
り
す
る
衛

生
害
獣
と
て
の
印
象
が
強
い
の
で
は
？
▼
病
原
体

と
い
え
ば
、
年
末
、
一
家
全
員
に
下
痢
、
お
う
吐
、

発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
て
、か
な
り
苦
し
ま
さ
れ

ま
し
た
。全
員
が
病
院
に
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、冬
の
風
邪
と
し

て
流
行
し
て
い
る
嘔
吐
下
痢
症（
は
き
く
だ
し
）と

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
ダ
ブ
ル
攻
撃
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
▼
家
族
全
員
が
病
気
の
た
め
家

の
中
は
ど
ん
よ
り
。ど
ん
な
環
境
で
も
力
強
く
生

き
て
い
る
ネ
ズ
ミ
を
見
習
い
、今
年
は
ど
ん
な
苦

し
い
状
況
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
な
一
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。み
な
さ
ん
も
健
康
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　（
朋
）

【問い合わせ】
教育委員会中仙分室
� 0187-56-7201まで

【水神社】
秋田県内唯一の国宝
「線刻千手観音等鏡像」
がまつられています。
神社の敷地には、樹齢
300年の杉が生い茂り、
歴史の持つ厳かさが
漂っています。

第19回
中仙地域文化財
防災訓練

【問い合わせ】
教育委員会協和分室
� 018-892-3820まで

【唐松神社】
歴史も古く、授子安産
の神社として有名です。
参道の杉並木は樹齢が
320年にもおよび、神社
が所有する木造獅子頭
とともに県の文化財に
指定されています。

第16回
協和地域文化財
防火デー

【問い合わせ】
文化財保護課

� 0187-63-8972まで

【古四王神社】
飛騨の名匠「甚兵衛」に
よって建築されたと言
われる神社。釘が一本も
使われていない美しい
社殿は、国の重要文化財
に指定されています。
※幟旗、寄進受け付け中。

第21回
こ し ょ ど

古四王堂火消し
もちまつり

　昭和24年１月26日、日
本最古の壁画が描かれた奈
良県法隆寺金堂が焼損しま
した。これをきっかけに消
防庁と文化庁では、毎年１
月 2 6 日を「文化財防火
デー」と定め、この日を中
心として文化財を火災や震
災、その他の災害から守る
ための文化財防火運動を全
国的に展開しています。
　市では、大曲地域の古四
王神社と中仙地域の水神
社、協和地域の唐松神社の
３カ所で防火訓練を行い、
文化財保護と防火を呼びか
けます。
　地域の文化財を守る防火
運動にぜひお越しくださ
い。

第54回

文
化
財

防
火
デ
ー

大曲 協和

1/20 日

午前 10時30分～
古四王神社境内

1/26 土

午前 10時～
唐松神社境内

中仙

1/27 日

午前 10時～
水神社境内

古四王神社 唐松神社 水神社


